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ご注意

本書をお読みになり、本書がサポートする製品をご使用になる前に、必ず39ページの付録A, 『特記事項』 をお読
みください。

電波障害自主規制 届出装置の記述

この装置は、第二種情報装置 (住宅地域またはその隣接した地域において使用されるべき情報装置) で
住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) 基準に適合
しております。
しかし、本装置をラジオ、テレビジョン受信機に近接してご使用になると、受信障害の原因となるこ
とがあります。
本書に従って正しい取り扱いをしてください。

第 1 版 (1997 年 9 月)

原　典 P/N 06J0765
IBM ThinkPad 770
Up and Running

発　行 日本アイ・ビー・エム株式会社

担　当 ナショナル・ランゲージ・サポート

Copyright International Business Machines Corporation 1997. All rights reserved.

Translation: Copyright IBM Japan 1997



安全に正しくお使いいただくために
この取扱説明書には、本製品を安全に正しくご使用いただくための安全表示が記述されています。この
取扱説明書を保管して、必要に応じて参照してください。

絵表示について
この取扱説明書および製品への安全表示については、製品を正しくご使用いただいて、あなたや他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、次の絵表示をしています。その表示と意味は次
のようになっています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性がある危険が存在する内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容または物的損害の発生が想定される内容
を示しています。

危険/注意ラベルの表示について
この製品の外部または内部に黄色地に黒文字で表示されているラベルがある場合は、安全上に関して
の、危険または注意ラベルです。必ず表示の指示に従ってください。
この取扱説明書に記述されている内容以外に、危険または注意ラベルによる表示がある場合は（たとえ
ば製品上）、必ずそのラベルの表示による指示に従ってください。

本製品を改造しないでください。火災、感電のおそれがあります。
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。タコ足配線をしないでください。火災、
感電のおそれがあります。
本製品は、付属の電源コード以外は使用しないでください。付属の電源コードを他の機器には使用
しないでください。火災、感電のおそれがあります。
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ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。
電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重い物を載せたり、引
っ張ったり、無理に曲げたりすると電源コードを破損し、火災、感電のおそれがあります。
コンピューターの構成に電話ケーブル接続、通信ケーブル接続、テレビのアンテナ線接続が含まれ
ている場合、付近に雷が発生しているときは、それらのケーブルに触れないようにしてください。
万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態のまま使用すると、火災、
感電のおそれがあります。すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから必ず抜き、バ
ッテリー・パックを取り外して、販売店または保守サービス会社にご連絡ください。
万一、異物 (金属片、水、液体) が機器の内部に入った場合は、すぐに本体の電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから必ず抜き、バッテリー・パックを取り外して、販売店または保守サー
ビス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電のおそれがあります。
電池について
本製品には、次の 3 種類の電池が使用されています。

– バッテリー・パック (本体の主電源用で着脱可能)
– リチウム電池
– ニッケル水素電池
バッテリー・パック以外の電池は専門の担当員によってのみ交換されます。電池の交換について
は、お買い求めの販売店または IBM サービス・センターまでお問い合わせください。
電池の取扱いを誤ると、発熱、発火、破裂のおそれがあります。
電池は幼児の手の届かない所に置いてください。万一、幼児が電池を飲み込んだ場合は、直ちに医
師と相談してください。
次の行為は絶対にしないでください。

– 水にぬらすこと
– 100℃ 以上の過熱や焼却
– 分解や、本体や専用の機器以外による充電
電池は、地方自治体の条例または規則に従って破棄してください。ごみ廃棄場で処分されるごみの
中に捨てないでください。
充電式バッテリー・パックを分解、焼却、ショートさせないでください。
外付けモニターのカバーは開けないでください。内部には高電圧部分があり危険です。
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ケーブル類の取付け、取外し順序
電源コード、電話ケーブル、および通信ケーブルには危険な電流が流れています。感電を防止する
ために、コンピューターまたは接続装置を設置または移動するとき、またはカバーを開ける際に
は、下記の手順でケーブルの接続および取外しを行ってください。

   v



電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、火災、感電の
原因となることがあります。(必ずプラグを持って抜いてください。)

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災、感電の原因となることがあります。

連休などで長期間使わないときは、バッテリー・パックを本体から抜いておいてください。

液晶ディスプレイ (LCD) 内の蛍光灯の中には水銀が含まれています。ごみ廃棄場で処分されるご
みの中に捨てないでください。液晶ディスプレイの廃棄にあたっては、地方自治体の条例または規
則に従ってください。

液晶ディスプレイはガラスで作られており、コンピューターを乱暴に扱ったり落としたりすると壊
れることがあります。液晶ディスプレイが壊れて内部の液体が眼に入ったり、手についたときは、
すぐに水で 5 分以上洗ってください。何らかの症状が残る場合は、医師の診断を受けてください。
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レーザーに関する承諾事項
IBM ThinkPad 770 に装着されている CD-ROM ドライブおよびオプションの DVD ドライブはレー
ザーを使用しています。次に示すドライブの分類ラベルが、ドライブの表面に貼付されています。

CLASS 1 LASER PRODUCT
LASER KLASSE 1
LUOKAN 1 LASERLAITE
KLASS 1 LASER APPARAT
APPAREIL À LASER DE CLASSE 1
EN 60825

これらのドライブは EN 60825 の基準に適合しています。

CD-ROM ドライブおよび DVD ドライブを分解しないでください。ドライブ内部にはお客様による調
節の必要な部品はありません。

本書で指定された内容以外の、お客様による整備、調整、または手順を行った場合、レーザーの放射、
露出の危険があります。

Class I (1) のレーザー製品は危険物とみなされていません。これらのドライブには、770-800 ナノメ
ーターの波長で作動する CLASS I の 0.7mW の AlgaAs (Alminum Gallium-Arsenide) と、
640-660 ナノメーターの波長で作動する CLASS I の 0.7mW のInGaAlP (Indium Gallium
Aluminum Phosphide) が入っています。このレーザー・システムおよびドライブの設計は、通常の操
作、保守を維持する限り、Class I (1) レベルを越えるレーザー放射は起こらないことを保証していま
す。
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使ってみようThinkPad

まさにインターネット時代と言える今日、多くのパソコン・ユーザーが自分のパソコンをインターネッ
トに接続して、さまざまな情報を得たり商品やサービスを購入したりしています。ノートブック・パソ
コンももちろん例外ではありません。ノートブック・パソコンを携帯して、それがたとえ動く電車や飛
行機の中からであっても、さまざまな仕事や操作を思うがままに行える時代が来ています。
ここで、IBM ThinkPad ノートブック・パソコンを使用して、インターネットやビデオ・キャプチャー
などを体験してみましょう。

 Copyright IBM Corp. 1997  1



使ってみようThinkPad

注: ThinkPad モデル 770 には、次の2種類があります。

Windows 95 が初期導入済で、内蔵モデムとDVD 拡張ビデオ・アダプターが装着されている
もの。このマニュアルでは、このタイプについて使用法を説明しています。

Windows 95 が初期導入済で、内蔵モデムもDVD 拡張ビデオ・アダプターも装着されていな
いもの。このマニュアルでは、このタイプについて使用法を説明しています。
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使ってみようThinkPad

内容

以下の図では、各タスクを行うためのそれぞれの作業が本書中の何ページに解説してあるかを示しています。
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PCカード・モデムをインストールする

PCカード・モデムをインストールする

PCカード・ファックス・モデム(以降、PCカード・モデムと表
記)を使用して、インターネットに接続することができます。こ
こでは、まずPCカード・モデムのセットアップ方法について説
明します。

1 ThinkPad の電源をオンにします。Windows 95 のデス
クトップが画面に表示されます。

2 PCカード・モデム を PCカード・スロット( 1 あるいは
2 )に差し込みます。

次のウィンドウが表示されます。

お使いの ThinkPad に PCカード・モデム が初めて差し
込まれた場合、またはCardWizard ソフトウェアに PCカ
ード・モデム のデバイス・ドライバーがない場合は、次の
ウィンドウが表示されます。

このウィンドウが表示されなかった場合(すでに以前このモ
デムが差し込まれたことがあった場合など）は、6ペー
ジの『モデムをセットアップする』へ進んでください。
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PCカード・モデムをインストールする

3 「OK」をクリックします。

次のウィンドウが表示されます。

4 PCカード・モデム用のデバイス・ドライバー・ディスケ
ット(またはオプション・ディスケット)を、ThinkPad の
ディスケット・ドライブに差し込みます。a:¥ に続いて、
デバイス・ドライバーの入っているディレクトリー(例えば
win95)とタイプします。

5 「OK」をクリックすると、ディスケット・ドライブがデ
バイス・ドライバーを読みます。しばらくして、次のウィ
ンドウが表示されます。

これでモデムの取付けは完了しました。

PCカード・モデムのインストールは完了です。次のページへ進
んで、モデムのセットアップを行います。

 Windows 95 を終了するには

ここで作業を終了したい場合は、37ページの
『Windows 95 を終了する』を参照して必ずシステムをシ
ャットダウンしてください。
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モデムをセットアップする

モデムをセットアップする

モデムのセットアップは、次の２ステップで行います。

1. 電話線の接続

2. モデムのプロパティの設定

電話線を接続する

この項では、電話線を ThinkPad に接続する方法について説明
しています。内蔵モデムがない場合は、電話線を接続する前に、
4ページの『PCカード・モデムをインストールする』の手順にし
たがってモデムのインストールが完了している必要があります。

内蔵モデムとは、IBM アドバンスト・コミュニケーションズ・
プロセッサによってサポートされるThinkPad Modem (以後、
modemと記述)機能のことです。

内蔵モデム付きの ThinkPad 770 は、側面にモデム/ファック
ス　ポートを備えており、ここに電話線を接続します。

重要

海外で ThinkPad Modem を使用する場合は、「ThinkPad
Modem」メニューの「国選択」を実行しなければなりませ
ん。

次の手順に従ってください。

1. スタートをクリックする。
2. プログラム → ThinkPad Modem →「国選択」を実行
する。

注意:
お使いのThinkPad は一般の公衆電話回線(アナログ回線)にのみ
接続可能です。デジタル回線には接続しないでください。アナロ
グ回線以外の回線に接続すると、モデムに損傷を与えることがあ
ります。

もし画面に次のようなメッセージが表示されたら、電話線の使用
を止めて、ThinkPad から電話線を抜いてください。

モデム警告

モデムが電話回線上にハードウェアを損傷する恐れのある電
流／電圧レベルを検出しました。システムを保護するため、
Off-Hookは禁止されました。デジタル、あるいはその他の標
準外の電話システムに接続していないことを確認してくださ
い。ネットワーク電話選択アプリケーションでの国選択が正
しいことも確認してください。

誤った使用方法でモデムが損傷した場合には、保証期間内であっ
ても修理は有料となります。
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モデムをセットアップする

危険:
感電などの危険防止のため、雷雨時などには絶対に電話線を電話プラグに接続したり、取り外したりしないでください。

内蔵モデムを装着した ThinkPad の場合：

まず電話線の一方の端 1 を ThinkPad右側面のモデム/ファ
ックス・ポートに差し込みます。次にもう一方の端 2 を壁
などの電話プラグに差し込みます。

内蔵モデムを装着しない ThinkPad の場合：

次の手順に従ってください。（モデムによっては、この説明と
異なることがあります）

1. PCカード・モデムのプッシュ・ボタン 1 を押します。
取付け口が飛び出します。

2. 電話線の一方の端をPCカード・モデム 2 の取付け口に
差し込みます。

3. 次にもう一方の端 3 を壁などの電話プラグに差し込み
ます。

注: ひとつの電話プラグに、ThinkPad と電話の両方を接続したい場合は、ThinkPad 付属の分岐用電話線を使用してくださ
い。
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モデムをセットアップする

モデムのプロパティを設定する

モデムのプロパティを設定するには、次の手順に従ってくださ
い。

1 ThinkPad の電源をオンにします。Windows 95 のデス
クトップが画面に表示されます。

“Windows 95 へようこそ”ウィンドウが表示される場合
は、次の手順に従ってこのウィンドウを閉じてください。

a) 「Windows を次に起動するときも、このダイアログ
を表示する」に付いているチェック・マークを、クリ
ックして取り除きます。

b) 「閉じる」をクリックします。

2 「マイ コンピュータ」をダブル・クリックします。

3 「コントール パネル」をダブル・クリックします。

4 「モデム」をダブル・クリックします。次のウィンドウが
表示されます。

使用するモデムのみが画面に表示されていることを確認し
ます。

内蔵モデム付きの ThinkPad 770 では、次の内容が
ハイライト表示されます。

ThinkPad Data Fax Modem

内蔵モデム付きでない ThinkPad 770 では、次の内
容がハイライト表示されます。

PCMCIA ....Modem... 

5 プロパティ (「ダイヤルのプロパティ」ではありません)を
クリックします。
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モデムをセットアップする

6 「接続」タブをクリックします。“呼び出しオプション”と“
接続オプション”ウィンドウが表示されます。

7 以下の画面が表示されます。設定値は変更できますが、こ
こでは省略時の値をそのまま使用しますので、何もする必
要はありません。。

8 「詳細」をクリックします。“接続の詳細設定”ウィンドウ
が表示されます。
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モデムをセットアップする

9 次のように設定します。

a) 「エラー制御を使う」のチェック・ボックスに がつ
いている場合は、クリックして消します。

b) 「フロー制御を使う」のチェック・ボックスに がつ
いていなければ、クリックして をつけます。その
後、「ハードウェア(RTS/CTS)」をクリックしま
す。次のように項目が選択されていることを確認しま
す。

c) 「OK」をクリックしてウィンドウを終了します。
d) 「OK」をクリックして“モデムのプロパティ”ウィンド
ウに戻ります。

10 「ダイアルのプロパティ」をクリックすると、次のウィン
ドウが表示されます。

11 ユーザー情報を入力します。欄から欄への移動には Tab

キーを使用します。

市外局番

あなたの所在地の市外局番 (03など) をタイプしま
す。

国番号

をクリックして日本(81) を選択します。

外線発信番号

外線用の発信コード (市内用と長距離用) を入力しま
す。
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モデムをセットアップする

ダイヤル方法
トーンまたはパルスをクリックします。現在はトーン
発信が一般的です。電話番号を押したときいろいろな
高さの音（「ピッ」「ポッ」など）が受話器から聞こ
える場合は、トーン発信です。

12 「OK」をクリックして“モデムのプロパティ”ウィンドウに
戻ります。

13 「閉じる」をクリックします。

14 ウィンドウの右上のXをクリックして、“コントロール パ
ネル”と“マイ コンピュータ”ウィンドウを閉じます。

ネットワークに接続するたのための準備が完了しました。ネット
ワークに接続してファックス送信することができます。

インターネットに接続するには 12ページの『インター
ネットに接続する』
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インターネットに接続する

インターネットに接続する

この項の作業を開始する前に、モデムのセットアップが終了して
いることを確認してください。(6ページ参照)

注意

以下の操作を行うとIBM グローバル・ネットワーク・サービ
スにインターネット経由で自動的に接続されます。接続され
ると料金がかかりますのでご注意ください。なおこのサービ
スの登録時にクレジット・カードの番号が必要となります。

接続の準備をする

1 Windows 95 デスクトップで「スタート」をクリックし
ます。

2 ポインターを「プログラム」に移動します。

3 「IBM インターネット」アイコンをクリックします。

IBMグローバル・ネットワークに初めて接続する場合、次
の画面が表示されます。

はじめての接続ではない場合、19ページの『IBM グロー
バル・ネットワークに接続する』へ進んでください。

4 画面を読んで、必要なものがそろっていることを確認し
て、「次へ」をクリックします。

必要なら、すべてが OK になるまで、画面上の指示に従い
ます。その後、「次へ」をクリックします。
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インターネットに接続する

次のウィンドウが表示されます。

もしあなたが個人用のインターネット・アカウントを
持っている場合は、
16ページの『個人用インターネット・アカウントを持
っている場合』に進んでください。

もしあなたが法人用のインターネット・アカウントを
持っている場合は、
17ページの『法人用のインターネット・アカウントを
持っている場合』に進んでください。

もし個人用または法人用のどちらのアカウントもない
場合は、次のステップに進んでください。

5 「いいえ、これから個人用のアカウントを登録します。」

を選び、円をクリックしてマークをつけます。その後、
「次へ」をクリックします。

6 次の“ダイヤラーのセットアップ”ウィンドウが表示された
ら内容に従います。必要な操作を行い「次へ」をクリック
します。次のウィンドウが表示されます。

7 上の例を参考にして、すべての空欄を埋めていきます。そ
の後、「次へ」をクリックします。

8 次に表示されるウィンドウでは、あなたがセットアップし
たモデムがハイライト表示されていることを確認してくだ
さい。
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インターネットに接続する

9 「次へ」をクリックします。次のウィンドウが表示されま
す。

a) 「接続先の電話番号を選択/変更・・・」の欄の「変
更」をクリックします。国、県や州、都市、リダイヤ
ル回数などを選択します。
その後、「OK」をクリックします。

b) 「接続先のバックアップの電話番号を選択/変
更・・・」の欄の「変更」をクリックします。国、県
や州、都市、リダイヤルなどを選択します。
その後、「OK」をクリックします。

"ダイヤラーのセットアップ"ウィンドウが表示されます。

10 「次へ」をクリックします。
“オンライン登録”ウィンドウが表示されます。

11 モデムが初期化され、ダイヤルがスタートします。ダイヤ
ルのトーン音や電話がつながる音が聞こえます。数秒後、
画面に“ログイン中...”と表示されます。

その後、数画面が表示され、質問などに答えて行きます。

12 やがて次のウィンドウが表示されます。

13 をクリックして国名 (JP-Japan) を選択し、「次へ」
をクリックします。

14 登録上の注意事項などが表示されるので、画面の内容を確
認し、必要に応じて入力します。

15 やがて表示されるウィンドウでユーザーIDを第３希望まで
入力し、「次へ」をクリックします。

“サービス規約”ウィンドウが表示されます。

16 規約の内容をよく読みます。

注: ウィンドウをスクロールするためには、マウス・ポインターを右下

隅の に移動し、クリックします。
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インターネットに接続する

17 サービス規約に同意する場合は、画面の最後の部分にある
「はい、サービス規約に同意します。」をクリックし、
「次へ」をクリックします。

クレジット・カード情報を入力するウィンドウが表示され
ます。

18 すべての空欄を埋め、「次へ」をクリックします。

お客様の登録情報のウィンドウが表示されます。

19 表示されている情報が正しければ「実行」をクリックしま
す。

正しくない場合は、「戻る」をクリックして、ステップ
18からやり直してください。

「実行」を押すと、しばらくして“IBM ネットパスポート
へようこそ!” ウィンドウが２分以内に表示されます。

重要

あなたのユーザー ID やパスワードなどの登録情報を
すべてメモし、安全な場所に保管しておいてくださ
い。

20 ウィンドウ下部の「終了」をクリックします。次のウィン
ドウが表示されます。
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インターネットに接続する

21 必要な設定を行い、「OK」をクリックします。次のウィ
ンドウが表示されます。

22 インターネットにいますぐに接続したい場合は、「は
い、...」がマークされていることを確認し、「完了」をク
リックします。19ページの『IBM グローバル・ネットワ
ークに接続する』へ進みます。

インターネットにすぐに接続しない場合は、「いい
え、...」がマークされていることを確認し、「完了」をク
リックします。「閉じる」をクリックします。ここで作業
を終了したい場合は、37ページの『Windows 95 を終了
する』を参照して必ずシステムをシャットダウンしてくだ
さい。

個人用インターネット・アカウントを持っている場合

1 個人用インターネット・アカウントを持っている場合を示
す選択肢を選び、円をクリックしてマークをつけます。

2 「次へ」をクリックします。次のウィンドウが表示されま
す。

3 アカウントとユーザーIDの両方を埋め、「次へ」をクリッ
クします。

4 表示されたウィンドウで、あなたがセットアップしたモデ
ムがハイライト表示されていることを確認します。その
後、「次へ」をクリックします。
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インターネットに接続する

次のウィンドウが表示されます。

a) 「接続先の電話番号を選択/変更・・・」の欄の「変
更」をクリックします。国、県や州、都市、リダイヤ
ル回数などを選択します。
その後、「OK」をクリックします。

b) 「接続先のバックアップの電話番号を選択/変
更・・・」の欄の「変更」をクリックします。国、県
や州、都市、リダイヤルの回数などを選択します。
その後、「OK」をクリックします。

5 完了をクリックします。

19ページの『IBM グローバル・ネットワークに接続する』に進
んでください。

法人用のインターネット・アカウントを持っている場
合

1 法人用のインターネット・アカウントを持っている場合を
示す選択肢を選び、円をクリックしてマークをつけます。

2 「次へ」をクリックします。次のウィンドウが表示されま
す。

アカウントとユーザーIDの両方を埋め、「次へ」をクリッ
クします。

3 次に表示されたウィンドウでは、

インターネットに接続したい場合は、「インターネット」
をクリックしてマークを付け、その後「次へ」をクリック
して次のステップに進みます。

「自社イントラネット」または「自社イントラネットおよ
びインターネット」に接続したい場合は、あなたの会社の
IT部門(情報技術)の担当者に連絡してください。
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4 表示されたウィンドウで、あなたがセットアップしたモデ
ムがハイライト表示されていることを確認します。その
後、「次へ」をクリックします。

次のウィンドウが表示されます。

5 「接続先の電話番号を選択/変更・・・」の欄の「変更」を
クリックします。国、県や州、都市、リダイヤル回数など
を選択します。
その後、「OK」をクリックします。

6 「接続先のバックアップの電話番号を選択/変更・・・」の
欄の「変更」をクリックします。国、県や州、都市、リダ
イヤルの回数などを選択します。
その後、「OK」をクリックします。

7 完了をクリックします。

19ページの『IBM グローバル・ネットワークに接続する』に進
んでください。
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インターネットに接続する

IBM グローバル・ネットワークに接続する

IBM グローバル・ネットワークに接続するには、次の手順に従
います。

1 次のウィンドウで、ログイン名とパスワードを入力しま
す。

2 「接続」をクリックします。モデムが初期化され、ダイヤ
ルがスタートします。

インターネットに正しく接続され、これがはじめての
接続だった場合、しばらくすると次のウィンドウが表
示されます。

「OK」をクリックし、ステップ 3 (20ページ) に進
みます。

インターネットに正しく接続され、これがはじめての
接続ではない場合、ステップ 3 (20ページ) に進みま
す。

インターネットに正しく接続されなかった場合、「キ
ャンセル」をクリックしていったん終了し、しばらく
してから再試行してください。
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インターネットに接続する

3 次のウィンドウが表示されます。

「インターネット」をクリックします。

4 次の“インターネット サイト”ウィンドウでは、「日本IBM
ホームページ」をダブル・クリックします。

日本IBM のホームページが表示されます。

注意

日本IBMホームページは適宜更新されるため、実際に
画面上に表示されているものと上記のウィンドウ例と
は異なっていることがあります。

おめでとうございます! 以上でインターネットへの接続は成功し
ました。
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インターネットへの接続を終了するには、次の手順に従ってくだ
さい。

1 ウィンドウ右上隅のXをクリックして、“日本IBM ホーム
ページ”と“インターネット サイト”を終了します。

2 次のウィンドウ上部のメニュー・バーにある「ネットワー
ク」をクリックします。

3 プルダウン・メニューから「切断」をクリックします。

4 「はい」をクリックします。

5 “IBMグローバル・ネットワーク・ダイアラー”ウィンドウ
の右上隅のXをクリックして終了します。

37ページの『Windows 95 を終了する』を参照してシステムを
シャットダウンしてください。
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外付けモニターを接続する

外付けモニターを接続する

ThinkPad には外付けモニター・コネクターが付いており、
CRT モニターやオーバー・ヘッド・プロジェクターなどの外付
けモニターを取り付けることができます。

外付けモニターを接続するには、次の手順に従ってください。

1 ThinkPad と外付けモニターの電源がオフになっているこ
とを確認してください。(1参照)

2 外付けモニターの信号ケーブルを ThinkPad 背面の外付

けモニター・コネクター ( ) に接続します。

3 先に外付けモニターの電源をオンにし、次に ThinkPad
の電源をオンにします。Windows 95 デスクトップが外
付けモニターにのみ表示されます。

4 「マイ コンピュータ」をダブル・クリックします。

5 「コントール パネル」をダブル・クリックします。

6 「ThinkPad 機能設定」をダブル・クリックします。次の
ウィンドウが外付けモニターに表示されます。

Windows 画面を外付けモニターと ThinkPad の液晶
ディスプレイの両方に表示させる場合は、ツール・バ

ーの をクリックします。(画面の表示が数秒後に
変わります。)

ThinkPad の液晶ディスプレイにのみ表示する場合

は、 をクリックします。

外付けモニターにのみ表示する場合 (モニターのケー
ブルが接続された直後はこの設定になっています)は、

ツール・バーの をクリックします。

1 　37ページの『Windows 95 を終了する』をご覧ください。
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以上で外付けモニターの接続は完了しました。 外付けモニターを取り外すには、次の手順に従います。

1 画面が外付けモニターにのみ表示されていることを確認し
ます。

2 Windows 95 デスクトップ上のすべてのウィンドウを閉
じます。

3 ThinkPad と外付けモニター両方の電源をオフにします。
(2参照)

4 ThinkPad からモニター・ケーブルを取り外します。

 

2 37ページの『Windows 95 を終了する』をご覧ください。
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ファイルを赤外線通信で別の ThinkPad に送る

ファイルを赤外線通信で別の
ThinkPad に送る

ThinkPad には２つ（前面と背面）の赤外線ポートがあり、他の
ThinkPad と通信ができます。

２台のThinkPadを用意する

ここでは、ThinkPad 同士で赤外線ポート経由のファイルの送信
を行ってみます。まず２台の ThinkPad をご用意ください。

両方の ThinkPad の赤外線ポートが向かい合うように、
ThinkPad を配置してください。

２台の ThinkPad の間には何も障害物を置かないようにしてく
ださい。

受信側の ThinkPad を準備する

1 まず、ファイルを受信する側の ThinkPad の電源をオン
にします。Windows 95 のデスクトップが画面に表示さ
れます。

2 「マイ コンピュータ」、「コントロール パネル」、
「ThinkPad 機能設定」の順にダブル・クリックします。
次のウィンドウが表示されます。

3 をクリックします。“赤外線”ウィンドウが表示されま
す。次のように項目が選択されていることを確認します。

4 「設定」をクリックします。
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ファイルを赤外線通信で別の ThinkPad に送る

5 すべてのウィンドウを閉じます。

6 設定を変更した場合は、受信側の ThinkPad を再始動し
てください。

TranXit をセットアップする

1 ファイルを受信する側の ThinkPad の電源がオフなら、
オンにします。

2 「スタート」をクリックします。

3 ポインターを「プログラム」に移動し、次に「TranXit」
に移動します。

4 「TranXit」をクリックします。数秒後に、次のウィンド
ウが表示されます。

5 「セットアップ」に続いて、「コンピュータ名」をクリッ
クします。“コンピュータ名”ウィンドウが表示されます。

6 Backspace キーを押して、TP2とタイプします。
その後、「OK」をクリックします。(TP2は名前の一例で
す。名前は自由に設定できます。)
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ファイルを赤外線通信で別の ThinkPad に送る

7 「セットアップ」を再度クリックし、「接続状態」をクリ
ックします。次のウィンドウが表示されます。

8 「OK」をクリックします。

以上で受信側の ThinkPad の準備は完了です。

送信側の ThinkPad を準備する

1 送信側の ThinkPad の電源をオンにします。Windows
95 のデスクトップが画面に表示されます。

2 「マイ コンピュータ」、「コントロール パネル」、
「ThinkPad 機能設定」の順にダブル・クリックします。
“ThinkPad 機能設定”ウィンドウが表示されます。

3 をクリックします。“赤外線”ウィンドウが表示されま
す。次のように項目が選択されていることを確認します。

4 「設定」をクリックします。

5 すべてのウィンドウを閉じます。

6 設定を変更した場合は、送信側の ThinkPad を再始動し
てください。

TranXit をセットアップする

1 送信側の ThinkPad の電源がオフの場合は、オンにしま
す。

2 「スタート」をクリックします。

3 ポインターを「プログラム」に移動し、次に「TranXit」
に移動します。
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ファイルを赤外線通信で別の ThinkPad に送る

4 「TranXit」をクリックします。“TranXit” ウィンドウが
数秒後に表示されます。

5 「セットアップ」に続いて、「コンピュータ名」をクリッ
クします。“コンピュータ名”ウィンドウが表示されます。

6 Backspace キーを押して、TP1とタイプします。
その後、「OK」をクリックします。(受信側用に設定した
名前とは異なる名前を設定します。)

7 「セットアップ」を再度クリックし、「接続状態」をクリ
ックします。接続が完了すると、次のウィンドウが表示さ
れます。

接続を確認したら、「OK」をクリックします。
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ファイルを送信する

接続が完了したら、次のようにしてファイルを送信します。

1 tp1 (右側のウィンドウ)のC:¥をクリックします。

2 をクリックして、送りたいファイルを見つけます。

3 送りたいファイル名(たとえば図の矢印、okuru.txt)をクリ

ックしてドラッグし、tp2(左側のウィンドウ）の
の上で離します（ドロップ）。マウス操作の確認のための
ウィンドウが表示されます。

4 「はい」をクリックします。受信側(tp2)の ThinkPad の
Cドライブに、「サンプル」フォルダーとテスト・ファイ
ルが受信されます。

5 “TranXit”ウィンドウを閉じます。

おめでとうございます! 以上で赤外線通信は完了です。

37ページの『Windows 95 を終了する』を参照してシステムを
シャットダウンしてください。
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Intel 社の VideoPhone を使用する

注意

ここで述べる Intel 社の VideoPhone3（以降、
VideoPhone と表記）は、内蔵モデム付きの ThinkPad
770 でのみ使用できます。

もしあなたの ThinkPad が内蔵モデム付きなら、VideoPhone
プログラムが初期導入されています。このソフトウェアによっ
て、あなたの話し相手の映像を見ることができます。

注: 初期導入済みのVideoPhoneは受信専用ですが、送受信用の
パッケージが市販されています。(VideoPhone用のブロー
シャーをご覧ください)

ビデオ・カメラが装着されていない場合、または送受信用のパッ
ケージをインストールしていない場合、VideoPhoneは使用でき
ますが自分の映像を相手に送信することはできません。

ビデオ・コールの準備

ビデオ・コールを行う前に、自分の ThinkPad の音と映像の質
を最良の状態に設定しておかなければなりません。ビデオ・コー

ルは、２ステップによってなされます。まず、RingCentral プロ
グラムを使って呼び出します。相手が応答したら、通常の電話と
同じように会話ができます。このとき、ThinkPad は電話機器と
して働きます。次に、ビデオをスタートさせて相手を見ることが
できるようにします。

ビデオ・コールを行う前に、次のことを行います。

バックグラウンド・ノイズを取り除く。

音量を調節する。

スクリーン・セーバーをオフにするか、開始までの時間を長
くする。(Windows 95 の ヘルプを参照)

モデムが正しく ThinkPad に取付けられており、電話線の
接続が確実になされていることを確認する。

着信待(call waiting)を無効にしておく。 (電話器の説明書を
参照)

他のアプリケーションを終わらせる。

送受信アップグレード導入済みの場合のみ：ライトを自分の
前に置き、まぶしくない程度の明るさにします。

送受信アップグレード導入済みの場合のみ：服装は単色系の
ものを使用する。しま柄やグレー色は避ける。

3 VideoPhoneは、Intel ProShare technology.を採用しています。
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ビデオ・コール

ビデオ・コールは直接に電話回線を利用するか、インターネット
を通して行うことができます。ビデオ・コールの音と映像の質
は、直接電話回線を利用した方が良質です。このマニュアルで
は、電話回線を利用する方法で説明します。

ダイヤルする前に、モデムの設定が完了しているか確認してくだ
さい。(6ページの『モデムをセットアップする』を参照）

次の方法で呼び出します。

1 「スタート」をクリックします。

2 ポインターを「プログラム」に移動します。

3 ポインターを「RingCentral 」に移動します。

4 RingCentral の起動 をクリックします。“RingCentral”
ウィンドウが表示されます。

5 キーボードでタイプするかウィンドウで番号をクリックす
ることによって、相手の番号を入力します。次に ダイヤル
をクリックします。

プログラムはダイヤルを開始します。通常スピーカー・ホ
ンに向かって話すようにして、相手と会話できます。

6 あなたまたは相手がビデオ ボタンを押せば、
VideoPhoneが開始されます。相手が送受信の機能を備え
ている場合は、ビデオ ボタンを押してもらってください。
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7 応答 をクリックします。“RingCentral” ウィンドウの隣に
“Intel Video Phone” ウィンドウが表示されます。

“Intel Video Phone” ウィンドウの上部に相手の映像を見
ることができます。

ビデオ・コールの応答

ビデオ交信は、コンピューターからの呼びかけに対して音声で応
答することにより、開始されます。電話の呼出しによって開始さ
れるものではありません。

1 「スタート」をクリックします。

2 ポインターを「プログラム」に移動します。

3 ポインターを「RingCentral 」に移動します。

4 電話呼出しを受けたとき、RingCentral の起動 をクリッ
クします。“RingCentral” ウィンドウが表示されます。

5 応答 をクリックします。

通常スピーカー・ホンに向かって話すようにして、相手と会話で
きます。
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ステップ 6 (30ページ) でビデオ接続を行い、後のステップを
続けます。

呼出の終了

1 矢印のボタンを押します。

2 電話を終える場合は、矢印のボタンをクリックします。
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3 Yesをクリックします。

4 切るボタンをクリックします。

5 右上隅の X をクリックして、“Intel Video Phone” を閉
じ、“RingCentral” ウィンドウを閉じます。

おめでとうございます! これでビデオ・コールは終了しました。

37ページの『Windows 95 を終了する』を参照してシステムを
シャットダウンしてください。
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VideoPhone を使用する

VideoCap32 の基本的な使い方

VideoCap32 は次の機能を持つアプリケーションです。

動画ファイルの取り込み
静止画像の取り込み

ビデオカメラの接続

アプリケーションを使用する前にビデオカメラと ThinkPad が
正しく接続されていることを確認してください。

注: ビデオカメラのオーディオ出力は、ThinkPad のマイクロホ
ン/ライン入力 ジャックに接続します。

ThinkPad の電源をオフにし、ビデオ入出力ケーブル
(ThinkPad770 用のビデオ変換コネクター）を ThinkPad 側の
ビデオ入力ポートに接続します。ビデオが正しく接続されている
場合は、VideoCap32 を起動すると自動的にビデオ映像がアプ
リケーションのウィンドウに映し出されます。

動画を取り込む（Video Capture ）
1. 取り込みたい映像を保存しておくファイル名を指定します。
［File］→［Save Captured Video As....］→ ファイル名
を指定します。

2. ［Capture］→［Video］→ Capture Video Sequence の
ウィンドウが開いたら「OK」を選択します。
もう一度「OK」を選択すると動画の取り込みがスタートし
ます。

画像の取り込みを中止したい場合は画面上でトラックポイン
トまたはマウスボタンを右クリックしてください。
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3. 取り込んだ動画の再生はステップ１で指定したファイルのア
イコンをダブルクリックするとスタートします。
（Windows95 のエクスプローラ等で確認してください）こ
の他にも Windows95 のアクセサリのメディアプレーヤー
でも再生できます。

注: ファイル名を指定せずに Capture するとデフォルトで
CAPTURE.AVIというファイルに保存されます。前回作成
したファイルがある場合、ファイル名を指定せずに
Capture すると上書きされます。

静止画像を一枚だけ取り込む（Single
Frame Capture ）

写真のように、静止した画像を一枚だけ取り込むには、次のよう
にします。

1. ビデオで取り込みたい映像を VideoCap32 のウィンドウに
映し出します。

2. ［Capture］→［Single Frame］を選択すると静止画像と
してウィンドウに表示されます。

3. 取り込みたい映像が確認できたらファイルに保存します。
［File］→［Save Single Frame As....］→ ファイル名を
指定します。

画像はビットマップ・ファイルとして保存されます。このときフ
ァイルの拡張子は付きません。ファイル名の後に「.BMP」とタ
イプしてください。

静止画像を一枚づつ取り込んで連続して表示
させる

紙芝居のように静止画像を順番にならべて再生していきます。

1. 画像を保存しておくファイル名を指定します。［File］→
［Set Capture File....］→ ファイル名を指定します。

2. ［Options］→［Overlay］ ビデオが再生モードになってい
ることを確認してください。

3. ［Capture］→［Frame］を選択すると Capture Frames
のメッセージが表示されます。ここで「OK」を選択する
と、現在 VideoCap32 のウィンドウに表示されている映像
が一枚目のフレームとして保存されます。

4. ビデオカメラを動かして、次の映像をウィンドウに表示させ
「OK」を選択します。

5. ステップ４の操作を繰り返しすべての映像の Capture が終
了したら「Close」を選択します。

6. 取り込んだ動画の再生はステップ１で指定したファイルをダ
ブルクリックするとスタートします。（Windows95 のエク
スプローラ等で確認してください）この他にも Windows95
のアクセサリのメディアプレーヤーでも再生できます。

注:

ビデオ入出力ポートのないモデルでこのソフトウェアを
利用するには、あらかじめオプションの DVD 拡張ビデ
オ・アダプターを取り付けておく必要があります。

また、導入済みアプリケーションCDより VideoCap32
を導入してください。
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ThinkPad 770 付属の VieoCap32 は英語版です。
（一部日本語）
VideoCap32 をご使用になる場合はあらかじめビデオ
入力ドライバーのVideoCapture III for Windows95
がインストールされている必要があります。
動画を取り込む場合は画像のサイズに注意してくださ
い。画像サイズが大きくなるほどコマ落ちの可能性が高
くなります。映像を取り込む前に画面の大きさを指定し
ておいてください。
［Options］→［Video Format］→ フレームの大きさ
を指定します。
最大 640×480
最小 80×60
その他にも画像を圧縮する「Compression」という機
能もあります。詳しくは VideoCap32 ヘルプをご覧く
ださい。（英語）
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Windows 95 を終了する

ThinkPad の操作を終了して、電源をオフにしたい場合は次の手
順に従ってください。

1 画面の左下隅のスタートをクリックします。

次のメニューが表示されます。

2 Windows の終了をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

3 「はい」をクリックします。

ThinkPad の電源をオフにします。
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付録A. 特記事項

本書において、日本では発表されていない IBM 製品、(機械およびプログラム）、プログラミングまた
はサービスについて言及または説明する場合があります。しかし、このことは、弊社がこのような IBM
製品、プログラミングまたはサービスを、日本で発表する意図があることを必ずしも示すものではあり
ません。本書で、IBM ライセンス・プログラムまたは他の IBM 製品に言及している部分があっても、
このことは当該プログラムまたは製品のみが使用可能であることを意味するものではありません。これ
らのプログラムまたは製品に代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等な他社の
プログラム、製品またはサービスを使用することができます。ただし、IBM によって明示的に指定され
たものを除き、これらのプログラムまたは製品に関連する稼動の評価および検証はお客様の責任で行っ
ていただきます。

IBM および他社は、本書で説明する主題に関する特許権 (特許出願を含む) 商標権、または著作権を所
有している場合があります。本書は、これらの特許権、商標権、および著作権について、本書で明示さ
れている場合を除き、実施権、使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施権、使用
権等の許諾については、下記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106 東京都港区六本木 3 丁目 2-31
AP 事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing
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特記事項

商標
本書において使用されている次の用語は、米国およびその他の国におけるIBM 社の商標です。

 IBM
 ThinkPad
 TrackPoint

Microsoft、Windows、Windows NT、および Windows 95 は、Microsoft Corporation　の商標ま
たは登録商標です。
Intel および ProShare は、米国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。
Ring Zero System および RingCentral は、Ring Zero System Inc.　の商標です。
CardWorks および CardWizard は、SystemSoft Corporation の商標です。
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